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' 

'
彼

-
れ

、
等

は
►
總

ダ

v^:.

の

‘財

貨

を

.享

有

-
し

"
大

.神

は

1
彼

れ

：
等

：

G
^
:

爲

：
め
.
R

情

し

.
み

.な

‘
I

ッ

穀

.
物
 

を

生

‘じ

た

ハ

被

れ

等

：
^

豊

富

な

々

財

貨

1
2
圍̂

：繞

せ

ら

れ

て

弗

の

.土

.地

一

の

上

ド

平

.和

な

"
ホ

生

活
 

お

送

つ

.
-

f
f

"

而

あ

黄

金

時

：
代

は

；
疾
.，4

じ

消

消

滅

し

た

.

0
第

二

の

‘.
.
白

銀

：
哼

代

、
第

三

，
の

夢

銅
#

代

第

， 

吗

-
の

：
#

人

：
時

代
‘
あ

亦

お

消

滅

M

ね

。

.
是

れ

n

:
次

.
い

ぽ

到

れ

る

も

の

.
は

痛

-
^
し̂

：
き
.勞

，
苦

#

黑

鐵
 

，時

代

：で
あ
る

.：。

.：「

噴

、余

は

：し

て

.

.後

^
日

に

，
：
生

を

享

け

て

，
第

：
五

.

.人

種

中

に

一

活-
ぐ

る

：
こ

^

な

S
-
、

其

み

.
以
 

前

に

，..死

.
す

す

る
.か
、若
：ム
：ィ

其

の

：

.以

後

生

：れ
：

.し

な

ら

.み

：に
：は
：！

達

し

今

轉

糊

じ

黑

人

補

の
 

時
，代

な

る

が

故

‘
で

あ

る

？
：彼

れ

等

.は
：#

;
;

照

は

：#

働

！̂
.煩

#

:
 W

ょ

-
^
:免

る

.
み

こ

W

な

く

、
夜

間

：
は

，
 

掠

，
奪

举

の
.

来

を

.
維

て

y

安

一

き
☆

地

ざ

て

：
は.お

い

。

而

し

て

神

：々

は

-
彼

：れ

等

に

.黄

酷

：な

み

支
 

鄙

を

碟

ヘ

父

は

：其

.

の
：：

ま

に

'
相

似

る

，
r

w

セ

へ

ぐ

、
子

はf

又

た

，：
其
b

:
父に：
相
似
る
こ
な 

客

：̂
.缺

れ

に

宿

，
お

賀

す

ま

人

，

2

^

1

®は

友

；
に

、1

^
た

^
兄

弟

1
|
兄

.
弟

1
:
^
昔

.
^
1
3
^

の
.如

；<

誠

實

，
な

ネ

卞

の
 

，
ホ

は

な

い
/
誓

を

守

み

者

も

•
正

ル

き

：
奪

i

な

る

ま

ゆ

惠

ま

れ

.す

し

て

、ぜ

つ

て

彼

れ

等

は

不

巫
 

W

强

暴

5
0

を

行

ふ

者

を

尊

敬

す

る

。

' 
正

義

#

手

‘
の
力
に
：存

す

る

 
>

,
而

：
，
ル

て

，
慈

想

は

最

早

存

す

 

i

 
こ 

V
J

 

が

な

い

。

£
E
r
g
?
t
,

 

I
P
9

0
O

 

:
厂 

，

:
;

.

.
軸

々

は

人

世

が

糧

を

深

ぐ

秘

ゆ

ま

る

が

故

i：r

人

間

は

-
伸

Q

世

に

生

る

>
0̂

共

，に
，大

地

0

架

き

1

十

卷

(

五

七
-
^

)

古

代

希

職

上

期

の

詩

歌

中

！

±

明

れ

ぢ

る

紙

會

狀

德.
 

0
M

 

1

、

0 

I

V
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*

密

！十
！

^
 

(

五
八

8

.

.

古
が
希
職

i

w

の
特
歌

♦

:

に
親
れ

-

f
t

る
硫
會
狀
態 

：
第
五
城 

N

4

ハ

實
を
猎
る
が
爲
め

t
i

勞
作
：し
力

#

れ
ぱ
な

4

ぬ

；.若
-JJ

然
！̂
.
^
:
|
^
:
^

も

た

な

^^、：|’ 

.日

0
仕
事 

は

一.

ヶ
年
間
無
爲
：に
生
活
す
る
に
，足
る
の
貯
へ
を
容
易
に
汝
に
與
，ネ

^

で
ぁ
る
。
而
も
狡 

滑
セ
る
ズ

>

 

イ
シ
、ク

ヌ

墓

B:

ぎ

‘
 

i
d

撒
か
れ

ir-̂
、

怒
、心
頭
に
織
し
れ
‘ぷ
ジ
ク
ス
大
神
は
な
れ 

を
深
ぐ
秘
し
て
、入
間
の
爲
め
に
勞
働

W

悲
哀

.
W

を
與
へ
打
ヴ

C

 

i
l
, 

4
2
.D。：

勞

作

は

人

‘：̂

如

何
 

な
る
述
命
の
下
に
在
，

‘るV

を

間

は

中

，：彼

れ
.に
取
り
て
最

-も
举
福
：

.
#ふ
も
の
で
ぁ
；ま不
名
譽 

'は
勞
働
に
存
せ
す
し

‘
.て、懒情
は
在

‘る。
'
.働
サ
，

.ぱ

富

；
み

、
富

，：：め

，ば

‘

尊

貴
.，
/
^
^
^ ̂

富
は 

.詐

欺

：的
辯
舌
.に

よC
'

て

取

海

せ

ら

る

可

き

：

も
：：

の
は
，非

:

て

賜

物

：：

’て
：受
顿
せ
ら
る 

可
き
も
の
で
ぁ
る
。

へ
シ
ォ

‘V
:

 
メ 

.は肉
：；

體

.的

：勞

働
，：

の

高

*
,ビ
重
要
.ぜ
を
服
.調
し
、勞
働
，®
生
涯 

を

以

永

®

，的

繁

盛

を

将

時

を

唯1
の
根
ま
な
，？

V
.
、

虫
：張

す

も

ポo
b
F

パ2

な，3
1
6
)
。

一
 

、

入
々
が
與

‘鄉
後
に
動

-

.

た̂
自
已

‘め
民
：族
じ
w

^

i

正
：..3

き

判

請

-を
與
へ 

>而
6

て
.正
義 

道

轉

向

す

.も
こ
.ざ
な
，き
時
‘は
：彼

れ

等

は

常

じ其
：：

の
郁
市
'に
在
へ
3
て
繁
凝
，を
極
：む
をV

」

ざ
、
 

宛

，も

花

が
綠

樹

，の

枝

ね
®

海

ね
，

.

る
‘が
.如
ぐ

：で

ぁ

を

.被

れ

：等

の

；國

土
.に
-は

慈

母

に

：等

仏

：
き
，平 

和
が
：
ぁ
る
。

而

し

,1

助
の
も
の

を
.

避
視
す

...
ぷ

.ジ

ク

.‘は

斷
じ
て

..彼
れ
等
に
對
し
.，

て

•戦
禍
‘"を
 

辨

ふ

：る
.

こ

V
J

が

な

い
：
！

.

. 

.
£
し
き
，制

.

斷

を
.

行
.

ふ

人

，，
，夕

，

.

の
.

上
.

に
.

は
'

飢
儘

'
•

も
荒
‘

廢

ネ

臨

む.

こ
，！

y

>

が

‘
な

い

。

#

ウ
て
彼
れ
等
は
充
實
の
®
に
あ
の
手
紫
に

從
.

事

す

大

地

.

狀

か

等

ゆ

释

1
2,

攀 

い
な
る
：注
計
を

W

し
•

丘

の

上

な

る

蝶

は

其

の

a

 

a

H
-

>

着

け

、
眞

中

じ

，
は

蜜

峰

を

宿

一

ら

せ
 

る
ー
彼
れ
等
が
羊
の
毛
衣
か
ら
は
總
々

ゴ

ぐ
た
趨
毛
が
垂
れ
下
ウ
て
ゐ
：る
。
而
レ
て
彼
れ
等 

の
'

妻
は
其
の
兩
親
に
、酷
似

.

せ
る
子
供
を
生
れ
。，
彼
れ
等

'

は

斷

え

"？̂
附

貴

の

支

給

を

愛

け

航

側 

す

る

こ

y
j

な
き
も
、穀
物
の

.「

母」

1

^

彼
れ
等
の
爲
败

^

0

め
收
稷
を
生
や
も
々
ッ
然
る
に
人
々
が
.雜 

惡
な
る
傲
慢
不
適
の
態
度
ミ
不
一
仁
冷
則
の
所
業
に
階
れ
と
時
，'一
切
の
も
め
を
監
視
す
る
ク
ゎ 

/

ス：
¥

3

の
子
、タ
ク
.スは
：彼
れ
等
は
對
し
て
判
决
を
與
へ
る
。い；往
々
は
し
て
全
市
は
罪
過 

を
犯
じ
•痴
風
の
所
業
を
：計
肅

：ザ
る 
> 

個
9

惡

人

.，の
H

舉
の

S

報
を
：受
ゅ
き
天
空
よ
ね

-

^

て 

ク

"
：：

S

ネ
の
子
は
彼
れ
等
の
：上
じ
災
鹏
ぢ
下

M

0
 
0

及
び
疫
’竊
を
す
ら
同
時
に
生
せ
し
め

る
®
.
.
‘'. 

^

 

,ノ
て

\

ぶ
.
'
?
"
^
,绿
ぜ
法

‘
.
.

じ
め
、らふ

. 

> 

の
，で

.
-

め
.

る
‘

？

オ
.
.

义
.

シ.

、.

マ
ス
‘
.

の
.

，.'

で
.

ク
.

ス
ゆ
意

.

志
w

i

,よ 

0

て
彼
れ
等
の
婦
人
は
子
を
廣
か
こ

’

と
な
ぐ
、彼
れ
等
の
家
は
減
少
せ
し
め
ら
れ
る
"
加
之
な 

‘

ら
す
彼
れ
彼
れ
等
の
大
草
隊
を
塵
殺

U

"

防
禦
地
お
破
壊
：し
、若
し
す
は
'深
海
に
於
け
る
彼
れ 

等
の
船
船
の
上

U

德
罰
を
行
ふ
？：
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魚
族
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び
獸
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類
並
：び

.

.

に
&
の
鳥
ぼ
の
間

 

'

に.は 

何
等
の

S

義
も
存
す
る
；こ

-

§

が
，故
に
、彼
れ
等
は
互
に
巷

S

じ
合
ふ
可
さ
で
ぁ
る
。}:而
も 

第二
t

 

(

五
八

一
)

古
代
希
職
上
期
の

i

中
に
現
れ
*
^
^
る
紙
愈
狀
態

 

一
.

鎮
S
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r
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十

卷

(

五
<

5

:

'古

代

翁M

上

调

の

詩

耿

中
！！

塊

：
さ

る

社

翁

狀

態. 

第

五

號 

四

八
 

ジ
身
ス
は
人
間
に
義
を
與

へ

ね

0 '
(
i
b
i
d

♦プ2
7
4
.5

タ
而
て
へ
シ
ふ

' 
ド

ス

.
"
は

不

幸

な

る

結

跟

を

 

囘

避

'す

.可

れ

幾

多

Q

戒

律

を

敎

示

し

て
、ゐ

’
る
.。
.

斯

ぐ

て

.
彼

れ

は

，其

の

特

篇

の

：
最

後

の

部

分

に
 

於

Ir"
1

定

，の

事

項

を

行

.ふ

可

ぎ

出
！！
：

日

ざ

M

-

0

, €

じ

：開

す

る

長
：，

き

表

を

掲

げ

て

ゐ

る

。

.

,

' 

,

S
 

r

 

. 

"
.

'

希
職
及
び
ル
亜
細
匪
め
海
岸
に
建
設
せ
、ら
れ
た
る
都
市
的
國
家
；の
政
體
‘は
押
並
べ
て
君
主 

政
若
し
ぐ
は
贵
族
政
で
あ
っ
た
。
而
し
で
雨
政
體
：，の

.

孰
れ

h

.

在
：っ：て

.

主

た

る

富

の

.泉

源

た 

る

土

地

は

少

數
#

實
族
的
家
族
の
手
中
に
存
し
て
ゐ

' 

た
。
幾
多

' 

の
場
合
に
於
で
是
れ
等
少
數 

者
は
先
住
民
を
従

/

服
し
て
此

の
/
账

に
定
住
す
も
に
塞
レ
ね
る
移
住
民
ギ
看
做
さ
る
き
も
の 

^

あ
る
？

.

希
®

 

s
^

.

諸
.

地
方
に
於
げ
る
：農
業
制
度
ゆ
這
般
の
事
實
を
立
瞪
す
る
も
の
が
あ
る
。

ラ

ニ.ァ

—

^

於
て
ば
地
の

一

部
分
は
支
配
階
叙
，

に

從
屬
し
人
格
の

自
由
を

享
有
せ
る

も
、市 

民
機
を
有
せ
ざ
る
者
に
よ
ウ
て
耕
炸
せ
、ら
れ
て
ゐ
た
。
然
し
な
が
ら
耕
作
者
の
大
部
分
，は
土 

地
に
獨
来
せ
、られ
て
之
れ
不
可
分
の
關
係

.に
て
る
へ

.
P

テ
づ

(

e
§
爲

E
V
M
X
3

ざ
網
す
.る
 

鎌
農
で
あ
っ
た
。
彼
れ
等
に
對
し
て
完
全
な
な
生
殺
與
奪
の
權
を
有
せ
る
一
夢
は
國
家
で
あ
っ 

^
.
0 
•々
の
土
 
M

保
有
者
で
は
マ
な
か
っ
ね
。
而
し
て
國
家
の

.み

.描

i
彼
れ
等
が
定

'俊
せ
し

め

.ら

.

.

.

.

. 

■ 

. 

.

. 

.

' 

-
 

• 

.-• 

- 

... 

.... 

: 

' 

r
 

. 

.

.

.

. 

;
•■'
.
:
.■■
■ 

■
 

■ 

- 

. 

'
.
.
.
.
:
. 

- 

. 

•

れ
；̂

^

.

る
特
楚
の
土

.

地
よ
り
彼
れ
：等
を
他

.

の
土
地
に
於
け

.

る
農

.

作
の
爲

A

め
に
、！

^

:

た
は

-

0

時
に
於 

げ
.

る
.

軍
務
の

^

め
に
移
住
せ
し
む
る
こ

y
j

が
出
来
た

"

エ
ス

I

ォ
-

口X

 

c
、

§
o

i
a

o
c

>

日
ぐ

"

^

彼

れ

.等

は
或
る
意
味
に
於
：て
は
公
の
奴
織
で
あ
っ
ち
彼
れ
等
の
所
有
者
は
之
れ

を
！
：

放
す
る
こ

ゴ 

も
、之
れ
を
境
界
外
に
賣
挪
ふ
こ
さ
を
も
得
な
、か
っ
た

」
V
J
。

ス

パ

ル

タ

の

支

配

權

が

擴

張

せ

、ら 

る
、

W

共
に

.同
一
の
制
度
は
新
領
域
に
於
て
も
働
、行
せ

-ら
れ
た

"
.

槪
言
す
れ
ぱ
，沿
岸
の
地
域 

ぱ 

'自
由
の
附

®

者
を
以

.て
楚
住
せ
し
め
ら
れ
、內
部
の
地
域
は

K

パ

\

タ
市

.民

.の

問

に

分

割

'せ 

、ら
れ
、酣

分

せ

ら

れ

た

る

虫

地

は

へ

n

ク
ィ
に
よ
ウ
て
柳
作
せ
ら
れ
ね
。

彼
れ
等
は
主
’/
し
し
て 

服

‘®
地
に
屬
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、所

®

地
が
，，讓

渡

し

得

ざ

る

も

の

で

あ

っ

た

等

じ

ぐ

、彼
れ 

等
も
‘亦
だ
個
人
に
よ
ゥ
て
賣
却
し
得
ざ
，る
も
の
で
あ
っ
た

；
' 

彼
れ
等
は
地
代
マ

」

し
て
！定
量 

の
穀
吻
を
就
の
主
入
に
支
挪
ふ
も
の
で
あ
っ
，て

"
。へ
リ
ォ
チ
キ

{
j
z
z
p
i
c
H
K
O
c
y

の
如
ぐ
國
家
に
對
し 

t

么
れ
を
支

»

ふ
も

0
ホ

：
は
な
か
っ
ね
彼
れ
等
は

.農
；
作
の

.豐

3

に
'利

0

開
係
を
有
す
る
も 

め
な
み
し
が
故
；じ
崖
耕
の
道

d
i

精
腾
す
も

®

刺
激

.を
有
し
て
ゐ
だ
。
，周
到
な
る
耕
作
が

^
 
く

 

.

.ス
パ
ル

ク

の
土

‘風

.の
上
に
行
は
れ
た
る
は
主

5
0

し
-
て
"急
れ

-に
.據

，.る

も

.の
で
あ
る
。

へロ

 

K

ィ
 

ぱ
又

.た

.會
食
に
際
し
て
其
の
，主
人
に
倍
侍
し
、而
し
て
其

Q

所
有
者

k

:
ラ
ン

4

ァ
の
.財
邀
共
同 

，第1
!

十

卷

(

五
ぐ1

D
:

古
代
新
腿
上

*

の
翦
中

1
1

魂
れ
も
る
社
會

1

 

然
S

號

.
E:

九



態一

十

卷
£

<

©

せ
也
希
脈
上
期
の
詩
歌
，

中
！！

現
れ
た
る
社
會
狀
態

. 

第

：化

號

：

力0

の原則に從て

S

に
之
れ
を
货
與
し
合
つ
ん

。

(
x
e
n
o
p
h
o
r
v

 

R
e
s
p
u
b
H
c
a

 

Lacedaemoniorum,

.

^

.

.

. 

,

v
L

 

3; 

A
r
r
s
t
o
f

 

p

o

fIV
"
,

 

5,.)。

彼
れ
等
は
又
た
輕
装
嫁

"

(

s

o

/

¥し
て
，
.
®规
'の
軍
隊
に 

從
つ
た
。

.
而
し

.て
ま
典
に
在

/つ
て
は
下
層
市
民
：及

1

び
奴

織̂
の
任
務
た

h
,し
水
兵
め
大
部
.分
を 

柳
成
せ
る
も
の
も
亦
た
彼
れ
等
で
あ
ウ
た
。

(xen,, 

Hellsfca, 

viii, 

i, 

1
2)

。

ベ
ジ
ォ

H

キ
は
又 

た
恐
ら
 

< 
其

©

起

0

を
ド
？
ス
人

IJ O
P
C
S

 Q

爲
め
に
征
服
せ

6 

,

た
る
ァ
ヵ
イ
ァ
人

i:
 
f

3
 

の
子
孫
及
び
兩
者
の
辟
成

®

族
に

發

す

る
も
の
な
る
可
ぐ
、彼
れ
等
は
土
地
を
保
有
し
、國.家に 

對
し
て
租
税
を
納
伸
し
ポ
兵

(
E

ヴ
若
し
ぐ
は
輕
装
兵

W

し
て
堪
務
に
服
す
る
の
義
後
を
お 

し
.
て
ゐ
ね
。
ク

' 
レ
I

タ
及
び
セ
ク
サ

-

ァ
に
於

て

は：
0

業
上
の
勞
®
は
共
に
其
の
境
過
及
び 

地
位
が
幾
多
の
點
に
於
て
，へ

P
テ
ィ
の
其
れ
マ

」

類
似
サ
る
織
民
に
ょ
つ
て
耕
作
せ
ら
れ
て
ゐ 

た
。.，

,
 

: 

,

.

，信週
す
可
き
藤
史
の
曙
光
が
神
，話
時
代
を
餓
す
幽
暗
の

®

ょ
ね
差
レ
初
め
た
る
時
，雅
典
に 

於
け
る
政
洁
上
の
權
カ
は
悉
く
イ
ク
パ
ト
ジ
デ

イ{
/
m
i
T
p
l
M

ク
ゴ

稱
す
る
少
數
特
權
階
叙
の
手

中
に
存
し
て
居
つ

.た
。
'
' 國
家
の
社
會
的
基
礎
は
第

7

に
肖
由
民
及
び
奴
，鎌：の
差
別
に

.
#
し
、
® 

ニ
'
に
.自
由
民
中
に
於
け
る
貴
族
及

.び
庶
民
の

K

別
に
存
し

.て
' ゐ
た
。

.然

し

な

が

、ら
此
の
國
に

於

の
如
{
"土
地
に
.綴
束
せ
ら
れ
て
"之
れ

於

れ

る

録

属

階

叙

は

ラ

n

 

一！
ァ

不
可
分
の

M
係
に
立
て
る
被
征
服
民

.の
独
質
を
有
す
る

も

の
で
は
な
か
つ
た
加
之
な
、らす

* 

貴
族
ビ
庶
民
，/

」

の
問

に
も
，

ス\

ル
ク

人

プ
レ
ぺ
ジ

オ

キ

V
J

の
間
に
存
す
る
が
如

き
、

傅
說

.的

®
 

族
別
は
存
す
る
こ
ざ
が
な
か
つ
た
。
土
地
の
大
部
分
は
貴
族
に
ょ
つ
て
領
有
せ
ら
れ

"之
れ
.が
 

耕
作
の
任
に
當
れ
ろ
者
は

•小
農
民
で
あ
つ
た

.

彼
れ
等
は
目
由
民
な
る
も
"市
民
し
て
の
地 

位
に
於
て

' 劣
常
に
或
る
程
，度ま
で
土
地
所
有
者
に
從
屬
し
て
居
つ
た
。
而
し
サ
.富に
對
す 

る
湯
想
が
所
有
啤
叙
を
支
配
す

.る
に
至
レ
ね
る
時
，貴
族
の
支
配
は
次
第
に
庶
民
に
對
し
て
"堪
 

へ
得

..ざ
る
急
の

.VJ..

爲 

'.
レ
行
タ
ウ

\
あ
つ
た

。
-

,

，
.
A
.
.
.

. 

四

.，

■ ■
'

雜
典
の
贵
族
中
に
在
づ
て
最
も
權
勢
大
な
，り

L

も
の
 

> 1

は
ァ
ル
ク
マ
エ
ォ

n

ダ
ィ
家

C
」
-

h
c
f
m
u
o
&
3
p

あ
つ
た
。
彼
れ
等
は
ド
リ
ア
人
の
爲
に
メ
ッ
シ
ユ
ア
な
る
ピ

n

ス

ょ

-
^
遂

は

れ

て
.雑
典
に
定
住
せ
る
ネ
タ
ダ
ィ
家
の
支
流
で
あ
つ
た
。
西
紀
前
六
西

.十
二
：年
同
家
の

メ

ガ
ク
レ
，

ス

執

I

官

(

ぞぺ
I

)

た
K

y

し
.

時
、職
典
の
貴
族
キ

.

U

ン

(
K
i
p
)

は
同
國
の
僧
主
た
ら

ん
マ
し
す
る
の
計
肅
を
立
て
，庶
民
の

.不
平
を
職
み
、若

'さ满典人ダラの眼勢，

/

」

を
率
ゐ
‘て 

筋
二
十
卷0

?
K

®

お
代
#1

上
朗
0
詩
歌
：

5-11

現
れ
た
.る
社
脅
狀
態
. 

件
あ
號 

五」

^ * 1



择

1

十
卷
，

c

^八
-;

c

古
袋
嫩

i

め詩歌中に

'

视
れ
る
敏
會
狀

M

 

.

俄

五

城

：

五ニ
 

,

-

r

クゎボリスを

.

占
，®

し

だ

。

彼

れ

の
.

舅
.

ソ
#

ラ

©
お

ァ

デ

ネ
 

'

ス
み
②

ハ々◊

が

紀

元

前

4

ハ
ぱ 

ニ ！

十
年
、庶
，民

'

に

左
t

e

し

そ

貴

族

；に
.

，反
.

抗
'

し

お

：

に
：

E

市
の
偕
主
と
爲
れ
る
の
事

0

は：

痛 

<

 

彼
れ 

を
.

：動
し
ね
：の

‘

で
あ
る
。
然
も
キ
ン
は
織
許
な
ら
す
し
て
執
政
官
等
に
よ
つ
て
位
圓
せ
、られ
、
 

.

終
"

に
.

#

食
織
さ
て
彼
れ

.

の

1

0

は
投
降
の

‘

已
，む
な
き
に
至
つ
た
。

メ
ガ
ク
レ
ス
は
投
降
者
の 

助
，命
を
誓
約
せ

る
：！

拘
ら
す
，約
に
背
い
て
其
の
，全
部
を
殺
し
た
。
而

.

し

V

彼
れ
等
の
中
に
は 

の
女

W

ィ

ク

メ

ラ

!

デ

ス

(
£
ダ

.
|

/
^

^
5

<
7

)

の

祭

壇

に

於

て

’虐

殺

せ

ら

れ

た

る

も

の

、

さ

へ
あ
つ
た
。
 

斯

、ぐ

の

如

き

浪

跡

の

行

爲

を

理

由

，、

」

し

て

ァ

ル

ク

マ

H

す
 

一

r

ダ

ィ

1

家

は

五

百

九

十

六

ギ

若 

し

ぐ

は

五

百

九

十

五

 

'年

.
ソ

^ 

I

.

ン

.

(
レ

の

煽

動

に

；
よ

.ウ

 

'て
ニ

1
ぽ

入

：の

貴

族

よ

成

れ

る

.特 

ゆ

法

廷

に

於

て

審

問

を

受

け

た

)

其

め

結

果

ざ

し

.て

彼

れ

等

は

追

放

を

命

せ

、ら

れ

，觀

に

死

せ

，る

者

は

其

の

死

體

を

發

か

れ
T

_

.

%

は

れ

た

，る
.

も
の

J
.
’、J

し
.

て
ァ
ッ

♦

力
の
國
境
外
に
投
齋
せ
、ら

や

2
 

0 

ホ

/
然
し
な
が
、ら
宗
敎
的
昂
齋
ど
快
々

.

た
る
鐵
憂
は
猶
ほ
人
心
，

^

支
®

し

て

居

つ

た

。

，疫
厲 

娼

频

を

極
-

め
.

ャ
：、犧

牲

も

艘
‘

も
何
等
の
效
驗
を

1

ボ
す
，
r

i
 

が
な
か

.

0
 

k

 

o

デ
ダ
ス
ォ
，ィ
の
神
託 

，は
建
隔
の
地
よ
ら
救
治

•

ボ
を
ま
む
可
さ
を
維
服
ハ

.

人
に
带
げ
た

"

,

聰
典
人
の

.

欺
め
は
應
じ

T

此
.

の

B
:
.爭
.0C
疫
'满
の

.巷
じ
来
れ

.る
者
は

-ク

.レ
-—

-タ
の
チ

.

.じ.

.メー

\

ィ
デ

-
ス

.、め

.つ：
‘た
® 

俾
說
は
彼
れ
を
以
て
或
；

3

は
其

の

父

の

命

に

.：
よ
*

CV 

V

足
の
羊
を
尊
ね
て
洞
穴
：中
に
五
十
年
の 

深
き
眠
に
落
ち
た
る
も
の

y

レ
儉
し
、或
^
は
離
魂
遺
魂
の
術
を
會
得
し
、諸
神

ざ

交
.A

0

言
を
行 

ふ
の
力
を
有
し
た
卞

V
J

稱
し
で
ゐ
る
。
彼
れ
は
鹏

.ビ
犧
牲

C/J

神
殿
及
び
祭
壞
の
奉
納
に
よ

つ 

ア

ソ

t

ン
の
立
法
の
道
を
拓
い
た
。
是
れ
等
の
儀
式
は
®
だ
に
惡
疫
を
消
減
せ
し

む

る
の 

み
な
、らす
、其
の
時
代
の
精
神
に
從
つ
て
此
の
地
に
於
け
る
確
執
ど
黨

§̂
^
 

5
0

を
緩
和
せ
ん
こ
ビ 

を
期
せ
る
も
の
で
あ
る

。

.

K

衆
の
不
平
は

.

特
に
不
公
平
な

る
‘

司
法
事
終
に
向
つ
て
激
生
せ
ら
れ
た
。：
當
初
は
何
等
の 

成
文
法
典
存
す
る
こ
す
な
ぐ
、截
判
は
唯
だ
確
笼

.

不
變
な
る
社
會
的
惯
.習
に
举
據
し
て
行
は
れ 

た
る
に

過

ぎ

な
い
。
興
族
階
親
よ
り
出
で
た
る
執
政
官
は

-
!

?
I

己
の
階
親
の
利
盤
に
從
つ
て
公 

事
を
别
決
せ
ん
、；

^

す
る
の
傾
向
が
あ
つ
め
。

"

人
民
は
終
に
成
文
法
典
を
要
求
す
，る
に
至
つ
た
。
 

政
治
上
に
於
け
る
怨
恨
を
鎭
定
し
、成
文
法
典
に
對
す
る
人
民
の
要
求
に
應
す
る
が
爲
に
'貴
族 

^

 

r

 

?

 

n

 

I

ン
：(

4

^

<

^

/

^

き

)

を
し
て
艇
元
前
丄
ハ
百
ニ
：十

.

一
:

年
‘

其
-

の
法
；典

(

6

>

^

^

5

ぉ

提

出

せ

し

め 

ね 
>

 

ド

ラ

n

 

I

ン
は
：執

歡

官

で

ゐ
々
、從

つ

て
X

た：
B

權
：の

,

止
以
後
、其
の
掌
中
に
政
權
を
獨 

§
1

 

十翁
 

£

,

八.七
 
V

 

五 

n
i
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I
\

I
i

I
I

I
i
I

1
I
I

I

i

!

羅
m u つ

奶ニ
 

$

 

(

五
八
八

〕

古
代
猜
職
上
明
の
詩
歌
，

中
！！

現
れ
わ
ろ

i

狀
態 

俄五號
 

五
四 

占
し
，傲
然

V」

し

て

農

民

を

ミ

)

及
び
エ
匠

{
レw

§
p
y

多
の

上
-

に
立
て

る
r

ッ
チ
力
の
貴
族
階 

叙
に

®

す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

'

從
ウ
て
ド
ラ

n

 

I

シ

は

下

層

階

級

，に
思
惠

.

一
を
施
さ
ん
こ

y

レ
を 

企
圆
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
が
•而
も
彼
れ
の
法
典
は
貴
族
の
權
カ
を
減
少
す
る
に
資
せ
る 

.

の
.

觀
が
も
る
。
此
の
法

#

は
時
に
刑
罰
の
峻
厳
な
タ
レ

.一

事
を
以
て
開
え
て
ゐ
る
"

最
も
輕 

犯

マ」

：艦

も

極

：
惡

な

ろ

f

人
犯

’/
J

等
し
ぐ
死
刑
を
以
て
處
罰
せ
ら
れ
た

9

維
典
の 

1

、デ
ス

{

A

i

.

3

は
此
の
法
律
を
評

レ

て
、そ
は
墨
を
以
て
せ
す
し
て
血
を
以
て 

タ」

稱
し
て
ゐ
る
。

(ploutarchos, 

Solon, 

17.)。

彼
れ
の
改
革
は
大
部
分
恐
怖
政
治 

ぅ
に
見
え
る
。：
而
し
て
服
典
人
は
此

の

法
律
の
嚴
酷
を
忍
ぶ
こ
ざ
能
す
し
ヤ
、ド 

身
エ
I

ジ

ナ
島

に
退
隱
す
る
.の
已
む

な
き
に
至

つ

た

傅

I

ら
れ
て
ゐ
る
。

而 

ン
法
典
め
眞
相
は
恐
ら
く
後
人
に
よ
つ
て
誤
傅
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
如
く
で
あ 

旣
に
.幾
分
の
她
廢
を
来
し
つ

 

>

 

あ
レ
し
峻

厳
な
，
る
奮
法
制
を
し
て
成
文
法
典
た 

に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
彼
れ
は
殺
人
犯
の
载
制
を
：膝
典
に
於
け
る
最
も

族

よ

V

S

出

せ

ら

れ

た

る

五

十

！
人

の

裁

刺

官

よ

り

.
成

ろ

法

廷

即

i

 

H

ス

K

テ 

て

刑

事

载

判

を

改

善

せ

る

も

‘の

 

>
.如
ぐ
で
も

.
る
。

查

し
：'

是
れ

：：

以
；前

，i

微
な
る
筋
盜 

雄
辯
家
デ
マ 

誉
せ
，ら
れ
た 

で
あ
つ
た
や 

ラ

n

 

I

I

ン

，！
2

 

4

0

ド
ラ

n

る。
彼
れ
は 

ら
し
め
た
る 

高，.貴
-
.
.
な

る

家

ィ

Oh
0)、

fi

移

»r y  "、

て

は
執
政
官
は
堪
斷
に
ニ
切
の
事
仲
を
決
足
す
る
の
權
を
有
し
、而
し
て
控
訴
は
許
さ
る

>

な
か

b
し
が
ね
め
ヤ
あ
る
。
狗
に
ド
ラ

n 

I
ン
法
奥

の
發
布
は
施
民
め
將
利
で
あ
つ
て
、满典 

民
主
政
沿
の
建
設
に
向
へ
る
第
一
步
で
あ
つ
た
。

 

‘

、ド
ラ

n 
I

ン
の
斑
法
に
你
へ
ぱ
、參
政
權
は
武
を
行
へ
る
者
に
與
.へら
れ
る
。
而
し
て
彼 

れ
等
は
ゆ
る
债
醋
上
の
拘
束
を
蒙
る
こ
マ

J

な
き
十
ミ
ネ
を
下
ら
ざ
る

®

®
に
達
す
る

S

邀 

を
す
る
激
の
中
よ
ら
九

'
‘人の
執
政
官
及
び
財
務
官
を
選
定
し
、威
装
を
整
へ
た
る
者
の
中
よ 

ゎ
他
の
小
官
を
選
み
、凡
ゆ
る
倩
權
上
の
拘
束
を
蒙
る
こ
，とな
き

一

百
ミ
ネ
を
下
ら
ざ
る
财
邀 

及
び

+
才
以
上
な
る
正
出
の
子
女
を
提
示
し
傲

る
者
の
中
よ
り
將
軍
及
び
騎
兵
隙
の
指
揮
货
，
 

を
選
定
す
る

"

是
れ
等
の
も
の
は
其
の
督
計
檢
査
の
時
機
に
到
る
ま
で
會
譲
の
織
長
、將

M
.及 

び
騎
箱
メ
隊
の
指
揮
お
た
る
可
き
も
の
で
あ
り
，又
た
之
れ
よ
り
し
て

.將
®
及
び
騎
兵
隊
の
指
抓 

者
ビ
し
て
の
等
後
を
，受
け
つ
、
あ
る
も
の
で
あ
：る。
民
會
は
市
民
全
體

よ
ゥ
抽
織
を
以
て
選 

出
せ

/ら
れ
た
る
四
ぼ
一
人
よ
成
る
。
三
十
オ
以
上
の
者
は
袖
簌
に

よ
つ
て
孰
れ
か
の
官
職 

を
収
得
す
可
き
も
の
で
あ
つ
て

•同

1

.人
は
總
ベ
て
の
紫
が

一

巡
之
れ
に
任
命
せ
ら
れ
た
る
後 

に
非
ざ
れ
ぱ
與
任
せ
ら
る
可
き
で
な
い
。.而
し
て
總
べ
て
の
著
が

一

巡
之
れ
に
當
り
た
る
廣 

5
!十

翁(

五
九
九V

古
代
希
腿
上
期
の1

中
；

H

現
れ‘わ
る
，敝
喻
肤
態

 

银
五
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筋ニ千
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冗九

0
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ポ
代
^
^
^
上
胁
の
特
歌
ホ
に
現
れ
ゎ
を
紙
愈
肤
態

 

が五
！！

 

5

ハ
 

に
於
て
は
ほ
命
は
新
た
に
抽
簌
に
曲

'
.

つ
て
行
は
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

0

る
民
會
赚
員
に
し 

て
赚
會
の
開
會
に

.

際
し
，集
會
に
缺
席
せ
る
場
合
に
は
、ぺ
ン
，タ

n

 

'
V

ォ
メ
デ
ィ
ム
ユ

ィ{
J
L
V
:
:
c
u
r

 

i
!
l
k
?
k
l
j
y
3

即
ち
五
；西
メ
デ
ィ

A
 

ィ
の
年
收
を
有

.

す
を
土
地
の
所
有
者
は
三
ド

1

ツ
ッ
ク
，メ、
 

騎
士
は
ニ
ド
ラ

タ

ク

メ‘
、'
卯

し
て
ジ
ク
キ

-

ダ
ィ

ハz
o
‘
u

y
2

T
3

‘

即

ち

I,

聯
の

化，

を
所
★

'

す
る
者
は

1

 

ド
ラ
ッ
ク

メ

の
罰
金
を
支
挑

.

は
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
而
し
て

"

賊
神
ケ
岡

」

，(
4

ミ
B

ハ
直

3

の
會 

縫
は
法
の
守
讓
者
で
あ
つ
て
熟
心
に
諸
長
官
を
監
視
し
，彼
れ
等
を
し
て
法
律
に
準
據
し
て
其 

の
任
務
を
行
は
し
め
ん
こ

i

を
教
め
た
。
而

し

て
a

®

を

受

け

た

る

常

事

裁

は

彼

れ

が

，如
何

* 

な
る
法
律
の
違
反
に
よ
つ
て
其
の
根
害
を
受
け
た
る
か
を
明
か
に
し
て
其
の
公
訴
狀
を
ァ
レ 

ォ
パ
ギ

>

 

ィ

の
會
識
に
提
出
す

.

る
の
權
利
を
有
し
て
ゐ
た
。
然

し

な

が
ら
下
層
階
叙
は
其
の 

人
格
の
擔
保
に
よ
つ

T

拘
東
せ
、られ
、而
し
て
土
地
は
少
數
者
の
手
中
に
存
し
た
る
が
故

k

,

斯 

ぐ
の
如
き
施
設
は
何
等
の
效
舉
を
も
擧
ぐ
る
こ

V
J

を
得
な
か
つ
た
。

(
A

d
s

t
o

t
e

l
e

s
,

 

A
t

h
.

 

p
o

r

 

i
v

.
y

筋
ニ
の
改
革
は
紀
元
前
五

‘
r

w

九
+

 

g
j

年
よ
り

H

年
に
互
れ
る
ソ
ロ

 

I

ン.の
立
法
で
あ
っ
た
、
 

A

 

の
友

V
J

し

て

，知

ら

れ

た

る

彼

れ

は

*綴

盾

の

栽

に

追

れ

る

改

基

を

行

ふ

の

m

限

を

賦

與

せ

*

、ら
'‘

れ

4
:
:
1。

此

Q

當
時
に
於
て
ア
ツ
チ
タ
小
漠

R

.

の
.

狀
態
は
询
に
痛
欺
す
可
き
も
‘の
で
ゐ
ク
た
ゥ 

彼
れ
，
の
多
數
は
當
裕
な
る
地
主
に
對
し
て
典
の
地
代
を
支
拂
ふ
こ
マ

J

能
は
す
し
て
、古
き
慣 

習
に
從
ウ
て
奴
鎌
の
：境
涯
に
堕
せ
し
め
-ら
る
、
に
至
ウ
た
。

(
i

b
i

d
.

,

 

<

0

,

0

ソ
ロ

 

I

ン
は
其
の
有 

名
な
る

「

债
務
解

‘

除

<

ロ」 (
6

s
"

6
c

£
;

f

を
A

を
發
し
て
、人
身
擔
保
貨
付

{̂
d
a
v
d
c
s

ル

i
^
p
3

を
禁
业
し
*現 

存
，の
偉
務
を
僻
除
若
し
く
は
輕
減
し
、奇
酷
な
る
舊
法

‘

の
下
に
奴

0

た
、ら
し
め
ら
れ
た
る
不
幸 

な
る
人
々
の
多
く
を
解
放
し
め

.

。‘
，(

i
b

i
d

.
,

 

v
i,>。

雅
典
に
於
て
は
抵
當
に
咐
せ
ら
れ
た
る
地
所
は 

‘

傅
截
及
び
倩
糊
者
の
，姓
名
を
勒
し
た
る
石
板
又
ね
は
標
柱

s

i

)

に
ょ
つ
て
之
れ
を
分
明
な 

，ら
し
む
る
の
常
で
あ
つ
た
が
、彼
れ
は
其
の
律
令
に
據
ウ
て
是
れ
等
の
石
柱
を
徹
去
せ
し
め
た
。
 

(
p

l
o

u
t

a
r

c
h

o
s

,

 

S
Q

I
O

n
,

 

'
1
.
5
.)

。

ソ
.

I

.

ン
は
叉
た
法
令
を
以
へ
て

I

個
.

人
の
觸
有
し
得
る
土
地
，の

‘

高
. 

を
制
眼
し
，

®

槽
侧
の
外
、ア
ツ
チ
力
の
廣
物
を
輸
也
す
る
：を
禁
じ
た
：：
"
彼
れ
は
又
ね
货
敷
制
度 

の
本
位
を
じ
ィ
ド
ン

i 

(

を
な

I

)

の
其
れ
ょ
タ
力

ダ

e

ス
及
び
チ
ド
タ

K

等
の
：如
き
大
商
業
地
に 

於
て
槪
ぐ
使
用
せ
、ら
れ
り
、
あ
ら
し
ィ
ク

'

ポ

H

ア島の其れに變じ，

雅
典
の
爲
替

 

を
簡
易
な
ら
し
め
て
道
商
に
.«
す
る
所
が
あ

.

つ
た
.。「

償

務

解

除

令

i

は

又

た
.

古

'
代

の

、記

：
者

に

從
 

へ
ぱ
、利
率
の
低
减
を
も
含
む
も

Q

で

あ

つ

て

、グ

ル

ー

タ

ル

f
'

r

ス
C
B
,
。す
名
1

3

は

凡

そ

之
' 

れ
を 

猪1
1

十

卷

(

五
：九J

)

.

古‘
代.

希
侧
上

P

の
翁
歇.中
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現
れ
た
：
#
#
脅
狀
摩

 

热
W

:
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密I

十
卷

$
九I

D

古代希鹏上期

0
詩
歌ホ！！

現
れ
た
る
社
會
狀
態

 

第
五
號
 

五八
 

1
割
‘六
分

"/」

推
定
し
て
ゐ
る
。

(ploutarchos, 

op. 

cit‘，
1
3.)。

而
も
此
の
法
令
は
毫
も
利
率
に

0 

す
る
制
限
を
設
ぐ
る
こ
ざ
な
か

り
.
し

が
如
ぐ
で
あ
る

◊ (T
h
e
o
d
o
r

 

s
o
m
m
s
s
,

 R5mische' Geschlchte, 

J
,

ぬ
‘ AufL, 

IQ0
4
, 
S. 

2
8
r.)o

/

ソロ
 

I

ン

は
セ
イ
サ
ジ
ク
セ
イ
ア
の
成
功
に
ょ
つ
て
更
ら
に
進
ん
で
徹
底
的
に
.憲法
を
改 

造
す
る
の
值
務
を
委
ね

6

れ
た
。
新
制

f
f
iの
精
神
.は
當
を
以
て
家
系
に
代
へ
て
參
政
權
の
基 

礎

た

、ら

し

め

んy
j

す
る
に
存
す
る
。
ソ

S
1

!

ン
の
憲
法
に
從
へ

‘ぱ、國
家
は
恒
産
寡
頭
政
治 

¥

1

,

3

.

即
i

支
配
階
叙
ざ
し
て
認
め

♦ら
る

、

が
爲
め
に
は

I 

{
4

額
の
財
産
所
有
を
必
要 

V
J

す
る
寡

0

政

治

ゆ

一

形

體

の

下

に

置

か

る

、
も
の
で
あ
る
。
イ
ク
パ
ト
ジ
テ
イ

の
政
治
上
の
特
權
は
此
の
豫
法
じ
ょ
つ
て
剝
奪
せ
ら
れ
た
。
而
庶
民
は
單
に
其
の
財
産
に

. 

.

.

. 

>

準
じ
て
政
棚
を
能
め
ら
れ
た
に
週
ぎ
な
か
つ
た
。
彼
れ
は
先
き
に
存
し
た
る
區
分
ざ
等
し
く

土
地
の
領
有
を
基
礎

>
y

.

レ
て
人
民

.

を
四
個
の
階

#

に
分
ら
。

®

1

は
前
揭
の
ペ
ン
タ
プ
シ
オ

メ
デ
ィ
ム

"一

ィ(
/

/
'

V
s

5
6

s
/

^
i

?
r

/
z

v

ミ)

で
あ
つ
て
、年
收

’/
J,

し
て
少
く

 

V
J

も
穀
物
五
び
メ
デ
ィ
ム
ユ
イ

イ
恭
し
く
は
葡

0

酒
又
た
は
油
五
百
メ
ト
レ
テ
イ
を
有
す
る
も
の
：、第
ニ
は
ヒ
ぺ
イ
ス

f
/

7
T

3

めな
 

即
.

ち
少
，く

/

、

」

；も
.

百
'
:

五
，4

-

 

メ 

..デ

.
イ
.
.
ム

イ

を

有

.
す

る

骑

.

出
、第
三
は

.

ジ
ク

.

キ

テ

イ

Tai,/

即
，.ち

少
<

 

W

も
百
五
十
メ

. 

♦

チ
ィ
ム
モ
ィ
を
有
す
る

I

聯
の
牛
の
所
有
者
で
あ
つ
て

’

第
0

は
せ

V

グ
 

(
0

^
r

e
o

即
ち
年
收
百
五
十
メ
デ
ィ
ム
ユ
ィ
以

•

下
の
賞
銀
勞
働
者
，で
あ
る

。

y

 

ロI

ン
の
立
：法
 

ま
單
じ
最
の
二

一

階
級
に
對
し
て

‘

責
任
あ
る
官
史
に
選
擧
せ
ら
る

〜

の

權

利

を

與

へ

’單

に

第 

一
の

％

叙
に
對
し
て

/

執
政
官
の
如
き
最
高
の
官
職
に
選
ば
る
、
の
廣
格
を
賦
與
し
ぬ
。
第
吗 

皆級よ可なる官職に

も

就

ぐ

こ

.’/
J

を
将
ざ
る
も
，宵
吏
を
選
出
し
法
傅
を
通
過
す
る

K

愈
' 

へリア

f

h

置

に
於
け
る
投
票
權
を
有
し
て
ゐ
た
。

彼
れ
等
は
又
た
ソ

"

》
ン，の
創
設
せ
る
陪
審 

g

廷
f

ぎ

に
森

一

加
す
る
こ
ざ
が
出
來
た

"

最
初
の
三
階
親
は
甲
兵
.ざ
し
て
兵
役
に
服
す
る 

の
義
務
を
有
し
て
ゐ
た
。
騎
兵

K

は
最
初
の
ニ
階
叙
の
み
よ
り
編
成
せ
ら
れ
第
四

K

叙
は
良 

唆
兵

f
n

し
ぐ
は
水
共

A、
J

:

し
て
使
傭
せ
ら
る
、
に
過
ぎ
な
か

0

.

た
。
支
挑
を
受
け
た
る
も
め
は 

第
四

®

級
の
み
で
あ
つ
て
、他
は
何
等
の
支
給
を
も

®

1

け
す
レ
て
其
の
義
務
に
服
す
る
も
の
で 

あ
つ
わ
。
第

®

階
，親
は
又
，た
租
桃
の
負
擔
を
免
れ
、他
の
三
階
躲
の
み
が
直
接

b

課
桃
を
参
ぐ 

る
も
の
で
め
つ
た
？
國
家
の
官
職
を

-

ま
す
る
者
も

-

亦
た
無
給
で
あ
つ
た
。
彼
れ
は
又
ね
第

3

 

階
級
の
み
を
除

き
、

奮
®
族
の
各
々
よ
ぅ
百
人
づ

〜

を取れる四百人會を主たる諮
 

辦
機
開
た
ら
し

め
，

かゴ

i

を
し
て
主
た
る
行
政
機
蘭
た
ら
し

め
、

最
觸
の
三
階
叙
の
み
が
前

第1
1

十卷
.

(

冗九！
3

古
代
翁
膽
ト

M

の
？
^

歌
中
に
視
れ
わ
る
紙
會
狀
態 
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银

ニ

十

卷

(

要
四
？古代愈職

現
§

る
社

1

辟
 

i

挪

B

 

邀

广

ま

加

し

檢

者

0

政

官

た

り

し

も

Q
.

の
み
，お

ょ
^

^

て
填
充
せ
ら
る
可
：き
も
の
で

あ

0

や
0
 

(
A

M
S

t
o

s

な，

A
t

b
.

 

P
o

l
.

,

 

v
l

i
^

^
v

s
,。

彼
れ
は
尙
ほ
子
な
き

0

ゆ
填
言
を
以
て
其
の

W

產

.
V

讓
.渡
す 

る

Q

權
を
與
へ
、懒
情
を
所

S

し
れ
。

彼

れ

は

自

ら

其

の

法

制

を

以

；て
、思

1
5^

じ
得

可

き

最

善

な 

る
も
の
に
は
非
'ざ
る
も
而
も
雅
典
人
を

し

て

港
認
せ
し
め
将
る
，最
良

の

も

の

ぜ
し
て
ゐ

.

.
2
0 

彼
れ
は
其
の
歌
詞
の

j

に
於
て
*雜

典

に

於

け
る

商
業
發
達
の
結
来

V
J

し

て
，市
民

0

、ら
富
神 

の
密
き
に
®
じ
て
恐
か
に
も
偉
大
な
る
都
市
を
破
壊
せ
ん
ビ
し
ウ

 

>

 

あ
る
を
醫

^

し
，正
義
の 

刺
は

®

な
き
も
，而
も
彼
れ
等
が
現
在

' 

及
び
過
去

Q

所
業
を
知
り
、預
定
の
時
機
到

、ら

ぱ
.來
つ

て 

他
；
：
^

するザなきザ罰を課すき

.

こマ

J

必
定
で
あ
る

，、し
叫
ん
で
ゐ
る
◊
彼
ん
は
善
法
の
效 

果
を
信
じ
、そ
は
荒
き
を
和
げ
、貪
欲
を
抑
制
し
、傲
慢
を
減
却
し
、次
第
に
成
長
し
ウ

%

あ
る
罪
の 

花
部
を
粘
死
せ
し
め
、曲
れ
る
意

.

§

直
か
ら
し

i

傲
：の
所
業
を
抑

®

し
、朋
黨
の
謀
反
を
減 

±
し
、
有
害

な
る
鬪
爭
ょ
ク
生
す
る
憤
悠
を
終
止
せ
し
め
、而

し
て
其
の
宾

配：
の
下
に
於
て

一

切 

の
事
物
は

.

人
々
の
間
に
公
正
且

a

慎
®

に
處
理
せ

6

 

.

る
\

ド
ー
做
し
て
ゐ
る

9 

(
B

e
r

k
,

 

P
o

e
t

a
e

 

L

く
. 

r
l

c
l

.
G

r
i

,

 

I
I

,

 

I
9

J
5

>
:

F
n

a
g

.

 

4
.

)。

彼

れ

は

又

た

他

の

歌

詞

に

於
T

、漁
、與

手

工

、學
藝
、司
祭
'醫

藥

等

の 

如 

'

き

'.當

時

典

型

的

ご

看

做

さ

れ

^

る
.
職

業

に0

し

て

與

除

あ

る

描
寒
を
，
行

.

o

r

ゐ

る

r
i

b
k

i
.

F
r

弟

4
.

)
。

ソ
^
 

I

ン
の
時
代
に
於
て
は
、怜
も
へ
シ
ォ

ド

ス
の
歌
へ
る
が
如
—

勞
働
は
何
人 

，に

1 取

つ

て
も
不
面
目

な

る
も
の
で
は
な
ぐ

/
K

ね
職
業
じ
は
贵
賤
の
差
別
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
な 

いH
s

o
l

r
c

b
s

v
s

o
l

o
n

,

 

2

.)

。：.

蓮
命
は
古
を
與
身

g
C

人
.

間
に
齋
す
。
而
し
て

.

何
人

W

雖
も
、永 

生
の
聊
々
に
よ
ろ
て
授
け
ら
れ
：

e

る
も
め
を
避
ぐ
る

J

を
得
な
い
。
然
レ
な
が
ら
富
®
發
生 

ゴ
共
に
危
險
は
凡
ゆ
る
業
務
に
隨
伴
し

*

何
人
さ
離
も
其
の
停
止
せ
ん
’/

」

す
る
處
を
知
ら
な
い
ハ 

成
る
者
は
行
動
宜
し
き
を
發
む
る

も

先
慮
を
缺
け
る
が
爲
め
に
無
踐
な
る
大
：破
減

.

に
赂
ら
、行 

動
宜
し
き
を
得
ざ
る
他
の
激
に
對
し
て
神
は
事
々
じ
幸
腐
を
與
へ
、彼
れ
を
し
て
其
の
思
舉
よ 

&

,

法
す
み
破
減
よ

A

免
れ
し
む

 

'

る
-の
で
あ
ミ
富
の
追
求
じ
隙
し
て
は
何
等
終

2
?

の
自
的
も 

明

確

に

人

々

の

，，服

前

に

置

か

る

、

，)

ど
が
な
い
。
吾
人
の

.
'

中
に
、在
つ
て
現
在
最

も

爲
く
の
資

廣
を
有
す
る
も
の
は

'

更
ら
に

'

與
の
以
上
を
狼
得
せ
ん
が
爲
め
に
前
に
倍
せ
る
努
力
を
行
ふ
。

....
 

*

 

.
 

'
 

.

如
何
な
る
當
か
览

 
< 
總

,t 

T
タ
人
々
を
飽
滿
せ
し
む
を
を
得
可
ざ
。

泡

に：利
得
は
神
々
よ
ね 

人
間
 

<

，の據
胸
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
ジ
ク
ス
が
膚
徽
を
行
は
ん
が
爲
め
に
之
れ
を
送
れ
る 

場
八
ロ
に
ハ
は
，此

の

利

得

よ

b

し
て「

破
壞」

の

因
ゴ

爲
ぁ
可
き
举
擧
.は
：：#

生

し

.てII.

々
.な
る
人
々
の 

ユ，に
下
る
の

.で“

」

0 0Bidt, 

I
3
.

)

e 

1
.
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第二
 

t
-

卷

(

五九
M

v

古代翁脳

..

.
H
:斯の詩歌中

.

に
魂
れ
わ
る
社
會
狀
態
：

 

销
五
贼 

六1



■

筋r
l

十
！

^
 

(

冗
九
六〕

古
代
希1

上
期
の.

詩
歌中

！！

現
れ

-
;
^

る
社
停
狀
態
，

 

餓
冗
號 

六
ニ

.

:
泡
に
ソ

t
i

 

I

ン
は
貧
富
の
乾
蝶
に
由
っ
て
分
裂
を
來
し
た
る
國
家
の

'

中
に
社
會
的

.

衡
平

0

 

&
.
想
を
诱
政
せ
ん
ざ
せ
る
も
の
で
あ
つ
力
。

(
E

r
n

みS
t

 

w
a

r
k

e
r

,

 

G
r

e
e

k

 

P
o

l
i

t
i

c
a

l

 

T
h

e
o

r
y

v

 

P
l

a
t

o

 

a
i

d

 

h
i

s

 

p
r

e
d

e
c

e
s

s
o

r
s

,

 

1
9
1
8

,

 

p
.

 

4
3

.
)。

彼
れ
日
ぐ

「

余
は
富

、

4
f

渴
望
す
る
も

"

之
れ
を
不
正
に
所
‘有
せ
ん 

こ

V
J

を
欲
し
い
。
蓋
し
早
晚
責

S

を
：蒙
：る
は
至
る
可
き
こ
ざ
確
實
な
る
が
故
で
あ
る
。
神 

々
の
與
ふ
る
富
は
恰
も
樹
木
：
根
よ
タ
頂
に
至
る
ま
で
確
乎

5
0

し
て
立
っ
が
如
く
、或
る
人
の 

許
に

©

ま
る
も
、人

'

々
が
儉
苦
無
人
の
暴
行
に
よ
っ
て
獲
得
せ
ん
ど
せ
る
當
は
順
當

U
.

生
じ
た 

る
も
の
に
非
す
し
て
、不
正
な
る
所
藥
に
評
は
れ
，て
不
承
不
承
に
来
れ
る
も
の
で

.

あ
る
。

そ
は 

娜
が
て
、小
な
る
火
元
よ
ぅ
生
じ
た
る
火
の
如
ぐ
、初
め
は
殆
ん

%

レ
云
ふ
に
足
ら
ぬ

も

の
で
あ
る 

が
、

終
に
は
普
き
擁
乏
を
辨
さ
し
む
可
き
盲
目
的
な
る
愚
擧

V

結
合
せ
し
め
：ら
れ

る

1と
。
 

(
J

o
a

n
n

e
s

 

S
t

o

げa
e

u
s

,

 

E
c

l
o

g
a

e

 

I
^

h
y

s
i

c

ルe
,

e
t

 

E
t

l
l

l
c

a
e

?
i

i
f

,

 

9
,

 

2
3

r
y

V

ソ
；.

I

ン
は
其
の
詩
才
を
利
用
し
て
雅
典
市
民
を
批
例
し
激
勵
し
な
。
彼
れ
の
時
代
に
在 

っ
て
は
，其
の
意
見
を
表
明
せ
.ん

ざ

す
.る
も
の
は
猶
ほ
散
文
よ

P

も
韻

'文
に
據
.る
の
常
で
あ
ジ

だ
。
彼
れ
が
詩
句
中
の
多
く
の
も
の
は
其
の

.

韻
者
に
對
し
て
彼
れ
の
，政
治
的
小
論
文
を
‘識
む 

の
感
ゐ
ら
し
め
る
プ

 

‘
 

：：
.

.

.

,
 

,
 

• 

ス

'

,

彼
ル
の
憲
法
は
貴
族
及
び

®

民
の
孰
れ
を
も
滿
足
せ
し
む
る
こ

ノ
レ
を
将
な
か
つ
た
。
貴
族

.
 

は
是
れ
を
以
て
條
に
革
命
的
な
り

V」

做
し
、庶
民
は
未
だ
之
れ
を
以
て
不
充
分
な
"

認
め 

た
®

ソ

J
1

I

ン
は
彼
れ
が
立
法
の
任
務
を
完
购
せ
る
後

"

十
年
得
其
の

0

制
を
變

E

せ
ざ
る
の 

約
路
を
は
ょ
ゥ
得
て
、同
期
^
服
典
を
去
っ
て
諸
國
を
遊
®
し
た
し
而
も
彼
れ
の
不
在
中
に
、
 

主
ざ
し
て
上
地
所
有
®
親
ょ
ゥ
成
る
平
廣

1
C

貴
族
に
屬
せ
ざ
る
富
裕
階
級
即
ち
主
ビ
し
て

H

 

業
及
び
：勞
作
階
後
を
位

.

括
す
る
海
岸
黨
及
び
ア
ツ
チ
力
.高
地

の
多
數

小
農

民
ょ
ら
形
成
せ
ら 

る

、
高

地

戴

の

不

：和

は
W

襲
し
て
，彼
れ
が
雅
典
に
歸
来
し
て
後

i

許
な
ら
す
し
て
主
權
は
偕 

主
ピ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス

(
/

/
£

:
6

へ

6
r

/
5

i

ハ)

に

歸

す

る

に

至

つ

-?̂
。

本
篇
は

「十：！

代
希
腿
の
社
圆
爭
及
び
社
後
思
想
し
に
關

‘

オる小研炎

/

^

‘

の
ニ
部
-
し
て
起
草
ば
ら 

れ
；i

る
も
の
で

*

^

る。

银
二
十
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,

(

五九七
：
}

古代箭赋

h

如
の
詩
歌
中
に
現
れ
た
る
社
會
狀
態

银
五
就
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